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2050 年におけるAI ─ビッグデータを
めぐる社会的重要課題

2050 年における社会的重要課題
　2050年において深刻化していると思われる 2つ

の大きな社会的課題に，「少子高齢化」と「地球温

暖化」がある．これに対しAIやビッグデータ（以後，

AI─ビッグデータ）は効果的な指針を提示する強

力な武器になるだろう．本稿では，このうち「少子

高齢化」に対する ICTの活用の未来予測について

論じる．

社会的課題としての「少子高齢化」
　現在，「少子高齢化」対策について，高齢者に対す

る在宅医療・介護の確立という観点から，厚生労働省

により「地域包括ケアシステム」の構築と推進が実施

されている．その見通しと筆者自身の取り組みをここ

に紹介する．

肩車社会の出現
　医療の進歩により人生 100年時代が現実のもの

となっている．日本人の死因として，老衰死の順位

が年々上がってきており，がんや心疾患など特定の

病名が付けられるような病気で死ぬ人の割合が徐々

に減ってきている．日本の社会全体の少子高齢化が

急速に進んでおり，それに伴い社会システムの活力

が失われていくという深刻な事態が進行している

（図 -1）．これは首都圏では実感しにくいが，地方
では顕著に体験する． 

　2060年には 1.3人の労働人口で，1人の高齢者を

養わなければならない，いわゆる「肩車社会」と

呼ばれる社会構成となり，医療，社会保障，

介護などで著しい不均衡が生じることが予

想される．AI，ビッグデータ，IoTなどの

先端 ICTはこれを解決する中心的テクノロ

ジーになることは間違いない．迫りくる深

刻な労働力不足に対して，AIや IoTによる

自動化は不可欠になるだろう．いずれ労働

力の多くをAIに委ねなければならない時

代は，直近に迫っている．スマートシティ，

スマート医療，スマート農業など，ICTの

利活用を究極まで押し進めた社会システム

や，医療・介護の在り方，産業システムな

どが構想され研究されている．近い将来，

これらのシステムが不可欠になる時期は確
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■図 -1　2050 年における日本の人口ピラミッド予測
（出典：国立社会保障・人口問題研究所Webページ（http://www.ipss.go.jp/））
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実に到来するだろう． 

解決手段としての地域包括ケアシステム
　深刻化する少子高齢化に対応するため厚生労働省

は，地域の在宅医療・介護を支援する「地域包括ケ

アシステム」を提唱し，2025年を目途に構築する

ことを推進している．筆者らは，これらの施策の実

現性を試算し，そのために必要なアクションを見積

もるために，レセプト情報・特定健診等情報データ

ベース（NDB）や，DPC（診療群分類包括評価）デー

タなどの医療ビッグデータを用いた地域医療の現況

調査と，近未来予測を開始した．それにより，今後

地域ごとの人口に対する医療従事者や医療サービス

提供の不均衡はますます深刻化し，AIや IoTを活

用した遠隔地医療や，医療用ロボットの導入による

医療・介護の自動化がますます必要になることが予

想された．

2050 年におけるAI ─ビッグデータに
関連する情報処理技術

AI ─ビッグデータ技術の方向性
　ビッグデータが，一般的に認知されデータの利活

用が謳われるようになったのは 2010年頃からであ

る．ビッグデータには，分散ファイルシステムや，

分散処理システムを基盤とした Googleによる大規

模検索や，Amazonによるレコメンデーションなど

が，顕著なアプリケーションとして挙げられる．ま

た，HPCやクラウドの発展や，GPGPUや FPGA

などのシステムの活用の拡がり，モバイルや IoT

の活用促進などハードウェアの進歩に牽引されてい

るところが大きい．さらに統計解析やディープラー

ニングに代表される深層学習などの分析技術の進歩

が伴って，データサイエンスが社会に定着するに至

りつつあると考えられる． 

　ビッグデータは，大規模であり（Volume），多種

多様であり（Variety），高速でリアルタイムなデー

タ産出（Velocity）ということが以前からその特徴

として認識されている．2050年でもなおそのトレ

ンドは変わらず，ビジネス活動を駆動し，「少子高

齢化」や「地球温暖化」などの社会的重要課題を解

決する中心的技術であり続けるだろう．

　現在，Go言語や Rust，Scalaなど，現在主流になっ

ている C，C＋＋，Java，Pythonなどに取って代

わる可能性のある有望言語が多数出現し進歩を続け

ており，これらを基盤にした新たな技術が出現する

可能性は非常に高い． 

AI ─ビッグデータ人材育成の方向性
　技術の浸透や人材育成には 2つの方向性がある．

　1つ目は，「AIの民主化」に代表されるAI─ビッ

グデータ技術の社会への浸透である．今後，より

ユーザフレンドリーなツールやアプリケーションの

普及により，特別な知識がなくても誰でもAI─ビッ

グデータ技術が使えるようになっていくと思われ

る．2つ目は，AI─ビッグデータ技術の学際的な

側面が出てくると思われる．文系，理系に限定され

ず，あらゆる分野で，AI─ビッグデータ技術の教

育が浸透していくと思われる．

 

情報処理分野の主流としてのデータサイエンス
　情報処理分野では，データ分析は，データベー

ス，プログラミング，セキュリティ，システムのイ

ンフラなどの課題に比べると，ややマイナーな技術

という認識であったと考える．しかし，今後は，ビ

ジネス課題や社会的課題を解決するための主流技術

として発展していくことは間違いない．その過程で，

AI─ビッグデータは，2050年までに，並列システ

ムや，深層学習のような，いくつものマイルストー

ンを経験することになるだろう．
（2019年12月28日受付）
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